
ま　え　が　き

『ICU 日本語教育研究』第 14 号をお届けいたします。

今号には、2 本の研究論文、5 本の報告の他、当センターの主たる活動であるサ

マーコース報告、連続講演会およびシンポジウムの報告を掲載いたしました。

2016 年度に始まった連続講演会「読解：認知的過程から読解教育への応用まで」

は今年度第 4 回目を迎え、公開シンポジウムでは、国内の高校で日本語教育に携

わる先生方と、情報や問題点、課題を交換・共有する機会を持つことができまし

た。2018 年度は、「日本語教育における『学びのユニバーサルデザイン』を考える」

というテーマで計 3 回の講演会を予定しております。

また、2015 年より教員一同で取り組んでまいりました CEFR（Common European 

Framework of Reference for Language）に準拠して作成したコースの到達目標およ

び can-do リストも掲載しております。まだ中間報告の段階ではありますが、今後改

定を重ねつつ、よりよいコース運営のために役立てたいと考えております。

2017 年度サマーコースは、103 名の受講生を迎え、つつがなく終了し、その報

告も掲載しました。実施には学内外の多くの方々のご支援をいただきましたこと、

ここに深く感謝申し上げます。

なお、2018 年 4 月よりグローバル言語教育研究センターが発足することになり

ました。新センターでは、今後も日本語教育に一層の貢献をするために、より研究・

研修に励み、さらに多くの情報を発信していく所存です。今後とも皆さまのご協力・

ご支援を賜りますようにお願い申し上げます。

     　　　2018 年 3 月 1 日

     　　　　日本語教育研究センター長

     　　　金山　泰子

本誌の過去の号は、以下からダウンロードできますので、ご利用ください。

ICU リポジトリ : https://icu.repo.nii.ac.jp
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